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「生協やるやん」
学生の期待から大学生活をよりよく

印刷して職員・学生
皆さんでご覧ください！

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 大内 梨央 ] 

Ohuchi.Rio@univ.coop

【発行元】
全国大学生協連
関西北陸ブロック

2020年から2021年にかけて、甲南大学生協は設立50周年を迎えました。今
までの組合員のさまざまな声から大学生協に期待を高めてもらえるような取
り組みをおこないました！

[ 機関運営 ]
×

[ 社会的課題 ]

活動概要

POINT.1

POINT.2

【内容】
甲南大学生協設立50周年を記念して年間を通じて企画を実施
〇組合員アンケートの実施（1月）
〇50周年誌の作成（5月）
〇神戸の魅力を学生に伝えたいプロジェクトの実施（10月～11月）
〇組合員の声からの復刻ランチ（11月）

甲南大学生協では、生協設立50周年を記念し、50年
前に創立総会がおこなわれた1月21日に合わせて、組
合員からのたくさんの声を集めました。内容は「生協
にあなたの言葉や期待を教えて」「生協にあなたの夢
を教えて」というもので、組合員がワクワクするよう
なものでした。
実際に、短い期間でのアンケートでしたが学生から

教職員まで100件近くの回答がありました。回答の内
容には、日頃は伝えられない甲南生協への感謝や生協
に対する要望、自分自身の将来の夢など、さまざまな
ものがありました。
50周年という節目をとおして、組合員に大学生協と

いう存在を知ってもらい、組合員みんなで甲南大学生
協のこれからを考える機会になりました。コロナ禍で
難しい状況にはなりましたが、もらった組合員の声を
少しずつ生協の運営に反映していく予定です！

組合員の声を集めて
ともに大学生協を盛り上げる

「甲南大学生協 50年の歩み」として50周年誌を作成しました。
この中には組合員とともに歩んできた甲南大学生協の歴史や、甲
南大学生協が取り組んできたこと、阪神・淡路大震災ドキュメン
トなど、甲南大学生協として大切にしている取り組みがどのよう
な経緯で生まれているかがわかるものとなっています。50周年
誌は全研究室と部局、地域、関連生協に配布され、「おめでと
う」「今は大変だね」と生協に対する労いの言葉とともに、生協
に期待する言葉も寄せられたそうです。

いままでを振り返り、今後に繋げていく

TOYAMA ISHIKAWA FUKUI SHIGA KYOTO NARA OSAKA HYOGO WAKAYAMA

▲マキチャンランチのページ
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ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 大内 梨央 ] 
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POINT.４

POINT.３

甲南学園生誕の地である神戸の魅力を学生に伝える
ため、兵庫県産但馬牛を使用した特製オリジナルコ
ロッケが食堂と各購買店舗で提供されました。

「生産者の方が大切にしている想いを理解する」こ
とや「食を通じて消費者としての意識を持ち社会に目
を向けた選択ができるようになる」ことを目的に取り
組まれ、新型コロナウィルス感染拡大防止のため少人
数で現地に足を運び、参加した学生と一緒に試作品の
試食やコロッケの大きさ、ネーミングや価格などを考
案しました。学生とともに学び、作ることで地域との
繋がりを実感しました。
さらに参加した学生が理事会でそのことを報告し、

感じた魅力を伝える動画を作成。学生が神戸に親近感
を持てるような内容で食堂や店舗などで放映していま
す。このことにより、たくさんの学生に地元の魅力を
伝えることに繋がりました。

地元の魅力を学生に伝えたい

甲南大学生協50周年を記念し、1987年に組合員
の声から生まれ伝説と呼ばれたマキチャンランチ
が時代を越えて復活し、ちくわ磯部揚げと白身天
ぷらのセットが特別価格で販売されました。そし
て地元の但馬牛を使用した特製オリジナルコロッ
ケがマキチャンランチに追加されました。
以前販売され人気だった商品の復活は世間でも

珍しいことです。ですが現在の大学生協が昔の伝
説を掘り起こし、新たに生まれ変わったマキチャ
ンランチを今の学生に食べてほしいと発案し、組
合員の皆さんに提供することが叶いました。組合
員の意見を反映することをで大学生協をよりよく
していくことが、活動を通して組合員に認知して
もらえます。

生協の魅力を伝えて
学生とともに盛り上がろう

2020年から2021年にかけては、新型コロナウィルス感染拡大に伴い、思うように活動できない日々が続
きました。それでも年間を通じて大学生協として取り組みをおこない、組合員と繋がることで生協の魅力を
感じてもらうことができました。「生協やるやん、おもろいやん」という学生の気持ちが「大学おもしろ
い」に繋がります。これからも学生を中心とした組合員との繋がりを大切に甲南大学生協として継続して取
り組みをおこなっていくことを計画中です！

継続的な組合員との「繋がり」を大切に

POINT.５

▲放映中の動画の一部


